
　

図
１
は
、
企
業
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
聞
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
需

要
量
を
推
計
し
た
結
果
だ
。
２
０
１
７

年
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
需
要
量
は
約

４
１
２
万
人
に
な
り
、
12
年
と
比
較
し
て

約
２
５
０
万
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
社
会
で
は
、
確
実
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
需
要
が
高
ま
る
と
い
え
る
。

　

図
２
を
見
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
と
し
て
、
大
学
が
学
生
の
留
学
支
援

を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
特
に
国
立
大
で
は
、そ
の
８
割
が
「
海

外
に
留
学
す
る
学
生
を
増
や
す
方
針
に
基

づ
き
、
実
行
策
を
検
討
し
て
い
る
」
と
答

え
た
。

　

一
方
、
若
者
の
意
識
を
見
る
と
、
社
会

の
状
況
や
大
学
の
施
策
の
変
化
に
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
点
も
あ
り
そ
う
だ
。
図
３

図１ グローバル人材需要量の将来推計値

＊対象は、英語担当教員責任者 345人。（　）内はサンプル数
出典／Benesse 教育研究開発センター「大学における英語教育の改革等に関する調査」（2009）

＊企業アンケートの調査票において「グローバル人材」とは、以下の①②③の全てに該当する者とした
①現在の業務において他の国籍の人と意思疎通を行う必要がある
②①の意思疎通を英語で（あるいは母国語以外の言葉で）行う必要がある
③ホワイトカラー職（現行の日本標準職業分類における大分類Ａ～Ｄ［管理的職業従事者、専門的・技術的職
業従事者、事務従事者、販売従事者］を指す）の常用雇用者である
出典／経済産業省調査事業「大学におけるグローバル人材育成のための指標調査」
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図２ 大学の留学生送り出しの方針

Q.貴大学の国際化の一環として、留学生の送り出しに関しては現在どのようにお考えですか

現
状
整
理

世
界
を
意
識
す
る
社
会
・
大
学
、

海
外
へ
の
関
心
が
低
い
日
本
の
若
者

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
企
業
や
大
学
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
今
後
の
需
要
動
向
、
若
者
の
海
外
志
向
や
大
学
の
対
応
を
、
デ
ー
タ
を
基
に
整
理
す
る
。
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S
p
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特
集
　
「
主
体
性
」の
育
成
3
　
世
界
に
生
き
る
人
材
を
育
て
る

は
、
新
入
社
員
に
海
外
勤
務
の
志
向
に
つ

い
て
尋
ね
た
結
果
だ
。「
海
外
で
働
き
た

い
と
は
思
わ
な
い
」
と
答
え
る
新
入
社
員

は
全
体
で
約
５
割
に
達
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
意
識
は
一
律
で
は
な
く
、
留
学
経
験

が
あ
る
新
入
社
員
は
海
外
志
向
が
高
い
。

経
年
変
化
を
見
る
と
、「
ど
ん
な
国
・
地

域
で
も
働
き
た
い
」
と
思
う
新
入
社
員
が

増
え
る
一
方
で
、「
働
き
た
い
と
は
思
わ

な
い
」
と
思
う
新
入
社
員
も
増
え
て
い
る
。

　

留
学
生
送
り
出
し
を
進
め
る
上
で
の
課

題
を
大
学
に
尋
ね
た
結
果
が
、
図
４
だ
。

経
済
的
な
問
題
や
就
職
活
動
と
の
か
ね
あ

い
な
ど
、
個
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題

に
続
き
、「
学
生
の
海
外
へ
の
興
味
・
関

心
が
低
下
し
て
い
る
」
点
を
、
回
答
者
の

約
４
割
が
問
題
視
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
生
の
意
識
は
海
外
に
向
い
て
い
な
い
。

　

企
業
や
大
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
よ
う
と
具
体
的
に
動
い
て
い
る
中

で
、
高
校
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
生
徒
が
世
界
に
目
を
向
け
て
主
体
的

に
「
世
界
に
生
き
る
」
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
力
を
育
め
ば
よ
い
の
か
。
次
ペ
ー

ジ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

図 3 新入社員の海外勤務の志望状況

出典／Benesse教育研究開発センター「大学における英語教育の改革等に関する調査」（2009）
＊複数回答　＊対象は、英語担当教員責任者345人。（　）内はサンプル数

＊対象は、2010年度に新卒入社した新入社員（18～26歳）400人
出典／産業能率大「第４回新入社員のグローバル意識調査」（2010年7月）

Q.今後、海外で働きたいと思うか（2010年度）

図 4 留学生送り出しの課題

Q.貴大学にとって、留学生送り出しの課題は何でしょうか

Q.今後、海外で働きたいと思うか（経年比較）

経済的な問題で留学を
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